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家庭学習ノート～毎日提出して学力アップを目指そう～ 

実践の内容 

● 家庭学習ノートの実施 

１ 学校への導入及び職員の共通理解 

 ・ 校務分掌の学習指導部の中に学習・学力向上の担当を 

  設け、取組内容について検討・改善を行う。 

 ・ 担当が、年度当初の職員会議で、家庭学習に関する取組 

  の経過及びその年度の方針を確認する。 

 ・ 取組の途中で、確認したり共通理解を図ったりした方が 

  良い事項が出た場合は、その都度担当者又は学年主任同士 

  が打ち合わせを行う。 

 ・ 年度当初の方針、年度末の反省等については必ず管理職 

  の確認を得てから進める。 

２ 生徒への周知 

  年度当初の学年集会で、後述「家庭学習ナビ」を使い、 

 家庭学習の必要性とその年度の取組について説明する。 

３ 保護者への周知 

  年度当初の保護者会で、その年度の家庭学習の取組について 

 説明し、家庭での協力を求める。後述「家庭学習ナビ」を生徒 

 に配布したことも口頭で説明する。 

４ 生徒は大学ノート１ページ以上に家庭学習（教科は問わない） 

 を行い、次の日の朝の会で提出する。 

５ 学年の職員で手分けして、昼休みまでにノートを点検し、 

 コメント等を書く。 

 

 

５ しっかり提出できた生徒を表彰する。 

 ・ 一週間忘れずに提出した生徒は、週予定表の裏に氏名を 

  掲載する。 

 ・ 一か月忘れずに提出できた生徒は、「月間完璧提出賞」を 

  翌月の学年朝会で渡し表彰する。学年通信にも掲載し、 

各学年１名ずつで構成 

実践に至った背景 

◆ 確かな学力の定着が大きな課題であった。 

◆ 週末に５教科の課題プリントを配布し、週の始めに提出するという取組がある程度定着し、 

 自分で工夫して家庭学習が行えるように指導していこうという機運が高まった。 

年に２回（１学期末と３学期末）

行う 

昼休みに係の生徒が職員室前に

取りに来るので、午前中、交替で

行う 

教員は、簡単なコメント（前向き

なもの、褒め言葉）と日付を記入 

保護者会の度に、家庭学習の必要

性を訴える 

公欠や欠席の場合は、その分を 

後日提出すれば良いとする 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  保護者に知らせる。 

 ・ 一年間忘れずに提出できた生徒は、「年間完璧提出賞」を 

  学年末の学年集会で渡し表彰する。 

 ・ 他の手本となるようなノートを作成した生徒には「ベスト 

  ノート賞」という賞状を渡す。 

 

● 家庭学習についての指導 

１ 校務分掌の学習指導部の中に設けた学習・学力向上の担当 

 が中心となって作成。 

 

 冊子「家庭学習ナビ」の内容【資料１】 

 ・ 家庭学習によく取り組んだ生徒から他の生徒へのアドバイス 

 ・ 各教科の勉強方法 

 ・ 教員からのアドバイス 

 ・ 工夫されたノートのコピー 

 

２ 生徒に配布し、家庭学習に関する指導に使用する。 

３ あらゆる機会を利用して保護者にも家庭学習の必要性を訴える。 

成果や効果 

◎ 毎日家庭学習を行う習慣がついた生徒が増えた。 

  （月間完璧提出賞の受賞が７５～８０％、年間完璧提出賞の受賞が５０％程度であった） 

◎ 家庭学習ノートの提出率が良い生徒ほど、定期テストの得点の伸びが見られた。 

◎ 保護者による学校評価で、「学校は、家庭学習ノートの取組などにより、家庭学習の習慣  

 化を図り、学力向上に努めている」という評価項目に対して、A「そう思う」、B「どちら 

 かと言えばそう思う」と回答している保護者が、１年生で９５．７％、２年生で９０．１％、 

 ３年生で９７．０％いた。 

毎年年度末に更新する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例を他校でも活用できる方策等 

＊ 他校で導入する際のポイント 

 ☆ 最初は、何を勉強して何をノートに書けば良いか分からないという生徒が多数出る。 

  そのような生徒には、その日に授業で書いたノートをもう一度視写するよう指示する。 

 ☆ 毎月、工夫されたノートを廊下に掲示していくことによって、ノートの質が向上する。 

 

＊ 失敗しないための秘訣 

 ☆ 家庭学習ノートは、朝提出し、帰りまでには返却するので、学年職員全員で協力して 

  点検とコメントを書くようにする。 

   担任が一人で抱えてしまうと一年間継続することは困難になる。 

  

＊ こうすればより高い効果が得られるという方策 

 ☆ １か月ごとに自己評価を行わせ、その反省を翌月に生かすように指導するなど、定期 

  的な自己評価（振り返り）を行うと、高い効果が得られる可能性がある。 

外部有識者の評価 

・ 学習習慣を身に付けさせるには、良い取組である。 

・ 「全国学力・学習状況調査」上位県では家庭学習の充実を図り、自ら学習を振り返り、  

 学習課題を見つけて取り組むことを目指している。一層の工夫を期待する。 

・ 成果や効果について、客観的な分析があると良い。 

・ ノートチェックを学年職員で手分けするなど担任の負担を軽減するように工夫されてお 

 り、容易に導入できる実践である。 

・ 賞を与えたり、「家庭学習ナビ」で他者の良い取組を共有することは学習者の動機づけと 

 なる。 

・ 家庭学習ノートと各教科の指導を関連付けるとよりさらに良い取組になる。 



 

【資料１】 

 



 
 

 



 



 

 



 



 



 

 
 



 

 

 



 
 



 
 



 



 
 

 



 
 

 



 
 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 
 

 
 



 


